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～目的地として惹かれ、賑わう宇野港へ～
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★宇野港宇野地区中長期ビジョンにおける宇野港宇野地区の将来像 

  

将来像には、宇野港宇野地区が、瀬戸内のゲートウェイとして人々が集い、やすらぎを得て

日々の疲れを癒やす場所であるとともに、新たな旅や活動の出発点（starting point）となる

ことへの想いを込めている。 
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宇野港は、瀬戸内海の中央部に位置し、周囲を山と島とに囲まれる天然の良港であり、本州と

四国を結ぶ海上交通の要衝として発展してきた。平成 18 年に大型旅客船ふ頭が供用され、ク

ルーズ船が寄港しているほか、瀬戸内海の島しょ部と宇野港を結ぶ定期船が就航している。 

近年では、瀬戸内エリアにおける産業、文化、芸術の振興のため、岡山県玉野市において「瀬

戸内産業芸術祭『S･A･I』～Setouchi Art & Industry～」の構想が立ち上げられたところで

あり、宇野港周辺においてもオープンファクトリーをはじめとする各種取組が進められている。 

また、平成 3 年に港湾計画が改訂されて以降、新たな企業立地が進んでいる。このように、宇

野港をとりまく環境が変化してきていることから、宇野港宇野地区のあり方を関係者間で議論

し、まとめていく必要がある。 

そこで、有識者、関係団体・企業及び行政機関からなる「宇野港宇野地区中長期ビジョン検討

会」を設置し、宇野港宇野地区の港湾機能の向上・賑わい空間の創出に向けた方策等を検討し、

「宇野港宇野地区中長期ビジョン」としてとりまとめた。 

 

 

 

本検討会の議論を踏まえ、宇野港宇野地区（以下、宇野港と表記する）の将来像を実現するた

め、「拠点形成」、「観光・産業」、「情報発信」の３つの基本戦略を立てるとともに、以下のとおり、

今後の具体的な取組を整理した（注）。 

（注）今後の取組状況により修正・更新がなされていくものである。 
  

１．はじめに 

２．将来像・基本戦略・具体的な取組 



 

3 
 

 

（１）≪拠点形成≫ 

海上・陸上交通結節点を活かした滞在型観光拠点、地元住民も集う空間の形成 

居心地の良いやすらぎの空間形成に向け、秩序ある港湾空間形成を図りつつ、宿泊施設・商

業施設の拡充、海上・陸上交通の充実を通じて、目的地として選択されるための拠点形成、機能

強化、持続可能な開発を行う。 

基本戦略 具体的な取組

１年目 ２年目 ３年目以降

≪拠点形成≫
海上・陸上交通結節点を活かした
滞在型観光拠点、地元住民も集う
空間の形成

・目的地として選択されるための
拠点形成、機能強化、持続可能な
開発

●やすらぎの空間形成（Walkable City）
・観光客の宇野港での滞在を促す施策の検討
・地元住民も利用しやすい親しみの持てる交流空間のあり方の検討
・宇野港における港湾機能を考慮したゾーニングの検討

●海上・陸上交通の充実
・宇野港のフェリーや小型船の乗り場等の港湾施設の配置検討
・地元住民にも配慮した交通結節点としての機能強化を図る
施策の検討

●宿泊や商業施設の拡充（ホテル誘致や空き家を活用した民泊、飲食店等）
・宿泊需要や商業需要の予測及び施設誘致するための方策の検討
・ホテル、旅館、空き家を活用した民泊可能施設等の配置検討

段階的な実施へ

段階的な実施へ

  

《取組》  やすらぎの空間形成 (Walkable City)  

・観光客の宇野港での滞在を促す施策、地元住民も利用しやすい親しみ

の持てる交流空間のあり方を検討する。 

・宇野港が有する防災機能に配慮しつつ、宇野港における港湾機能を考

慮したゾーニングを検討する。 

 宿泊や商業施設の拡充（ホテル誘致や空き家を活用した民泊、飲食店等） 

・宇野港周辺において、今後の宿泊需要や商業需要の予測を行い、地域

の魅力を一層高める施設を誘致するための方策を検討する。 

・ホテル、旅館のほか、空き家を活用した民泊可能施設等について、最適

な配置を検討する。 

 海上・陸上交通の充実  

・宇野港のフェリーや小型船の乗り場がさらに利用しやすくなるよう、動

線の明確化や船舶係留施設の配置など、利用者にとって快適な港づく

りを検討する。 

・倉敷方面等とのアクセス向上や、駐車場の利便性向上、駅から港までの

動線改善など、観光客はもちろん、地元住民にも配慮した交通結節点と

しての機能強化を図る施策を検討する。 

《期待される効果》 訪れる者の滞在時間増加、満足度向上による地域活性化 
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（２）≪観光・産業≫ 

観光地間連携による周遊ルートの形成・サービスの充実 

瀬戸内産業芸術際（SAI）、瀬戸内国際芸術祭等のキラーコンテンツの創出・磨き上げ、海上交

通・陸上交通を使った観光プランの充実により、地場産業と調和を図りながら宇野港拠点の観

光プラン（自然、歴史、芸術）を強化する。 

 

基本戦略 具体的な取組

１年目 ２年目 ３年目以降

≪観光・産業≫
観光地間連携による周遊ルートの
形成・サービスの充実

・宇野港拠点の観光プラン（自然、
歴史、芸術）の強化、産業の調和

段階的な実施へ

●キラーコンテンツの創出・磨き上げ（SAI、瀬戸内国際芸術祭、クルーズ船等）
・観光コンテンツの需要や動向、既存コンテンツの整理、分析
・地域の特色を活かしたニッチな観光コンテンツを深掘りする等の検討

●陸上交通を使った観光プランの充実
（ＪＲ、路線バス、観光バス等）
・陸上交通を活用した、自然、歴史、芸術等を楽しめる

周辺地域と連携した観光プランの検討・構築

●海上交通を使った観光プランの充実
（定期船、海上タクシー等）
・海上交通を活用した、自然、歴史、芸術等を体感できる
島しょ部等の観光地と連携した観光プランの検討・構築

  

《取組》  キラーコンテンツの創出・磨き上げ(SAI、瀬戸内国際芸術祭、クルーズ

船等) 

・目的地としての魅力をさらに高めるため、観光コンテンツの需要や動向

を把握し、既存の観光コンテンツの整理・分析を行う。 

・観光客の多様なニーズに応える新たな価値創出を目指し、地場産業や

地域住民と協働し、地域の特色を活かしたニッチで魅力的な観光コンテ

ンツの深掘りやクルーズ船を活用した新たなにぎわい創出等の検討を

行う。 

 海上交通を使った観光プランの充実（定期船、海上タクシー等） 

・海上交通を活用し、自然、歴史、芸術等を体感できる島しょ部等（例：直

島）との間で、相乗効果を生み出す新たな観光プランの検討・構築を行

う（島しょ部側でのオーバーツーリズム緩和＋宇野港での観光客増加）。 

 陸上交通を使った観光プランの充実（ＪＲ、路線バス、観光バス等） 

・JR やバス等の陸上交通を活用し、自然、歴史、芸術等を楽しめる日帰り

圏内の観光地との連携を強化した観光プランの検討・構築を行う。 

《期待される効果》 さらなる集客力の向上 
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（３）≪情報発信≫ 

戦略的プロモーションの実施 

宇野港の認知度及びブランド力の一層の向上を目指し、あらゆる手段を活用した戦略的なプ

ロモーション活動の実施、効果的な情報発信体制の構築を通じ、情報発信力を強化する。 

 

 

具体的な取組の実現に向けては、行政のみならず、地元住民、地域団体、民間事業者等の関係

者が主体的に参画し、多様な意見やアイデアを取り入れながら進める協働型の取組体制の構築

が不可欠である。 

また、港湾管理者である岡山県と地元自治体である玉野市において、港湾計画、都市計画、観

光振興計画等との整合を図りつつ、国の助言・支援を得ながら段階的かつ計画的に取組を進め

ることが重要である。 

玉野市では、始めに拠点形成に向けた検討体制を新たに立ち上げ、関係者との協議を重ねな

がら具体化を進めていく。その上で、観光・産業や情報発信に関する検討体制についても順次立

ち上げ、拠点形成と連動した形で取組を広げていくこととしており、関係者において、本ビジョ

ンを踏まえた取組が着実に推進されることで、宇野港が目的地として惹かれ、賑わう港へと発展

していくことが期待される。 

 

  

基本戦略 具体的な取組

１年目 ２年目 ３年目以降

≪情報発信≫
戦略的プロモーションの実施

・プロモーション活動、情報発信力
の強化

段階的な実施へ

●あらゆる手段を活用したプロモーション活動、効果的な情報発信体制の構築
・利用者視点に立ったマーケティング戦略及びあらゆる手段を活用した
プロモーション活動の検討

・地域一体となった効果的な情報発信体制のあり方の検討

  

《取組》  あらゆる手段を活用したプロモーション活動、効果的な情報発信体制の

構築 

・宇野港の魅力を効果的に伝えるため、観光客や地元若年層など利用者

視点に立ったマーケティング戦略を検討し、あらゆる手段を活用したプ

ロモーション活動を検討する。 

・情報の受け手の属性（観光客・地元住民、年齢等）に応じ、効果的な情報

発信体制のあり方を地域一体で検討する。 

《期待される効果》 宇野港の認知度向上、宇野港を訪れる者の増加 

３．具体的な取組の実現に向けて 



～目的地として惹かれ、賑わう宇野港へ～

UNO PORT観光地間連携による周遊ルート
の形成・サービスの充実

海上・陸上交通結節点を生かし
た滞在型観光拠点、地元住民も
集う空間の形成

戦略的プロモーションの実施

やすらぎ空間の形成

宿泊や商業施設の拡充

キラーコンテンツの創出・磨き上げ

海上交通を使った観光プランの充実

陸上交通を使った観光プランの充実

≪観光・産業≫ ≪拠点形成≫

≪情報発信≫

陸上・海上交通の充実

観光地間連携のエリアイメージ図

倉敷美観地区

出典：国土地理院地図に事務局加筆

岡山城、後楽園

直島宇野港

直島・豊島・小豆島

海上交通

陸上交通

王子が岳・渋川

クルーズ船

倉敷・岡山
瀬戸内産業芸術祭（モニターツアー）

渋川マリン水族館

王子が岳

シーバス

UNOHOTEL UNOHOTEL

宇野港

玉野PR動画

宇野港

※掲載写真については要調整

6

フェリー・旅客船

直島：宮浦港

直島：海の駅 豊島

みやま公園

倉敷：美観地区
倉敷市観光情報発信協議会提供

クルーズ船寄港
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宇野港宇野地区中長期ビジョン検討会 委員名簿  

 

【有識者】 

橋本 成仁   岡山大学学術研究院 環境生命自然科学学域教授 

 石﨑 晶子   （一社）日本プロジェクト産業協議会  

国土・未来プロジェクト研究会瀬戸内 WG 委員 

【関係団体・企業】 

玉置 明日夫  宇野港航路誘致推進協議会 

石田 翔馬   宇野港港運協会 

宮原 一郎   宇野港振興協会 

堀川 文裕   宇野港フェリー協議会 

伊達 元英   宇野港魅力向上委員会 

山本 和子   うの港１３ 

平本 清志   公益社団法人 岡山県バス協会 

坂井  心    公益社団法人 玉野市観光協会 

加藤 正枝   玉野商工会議所 女性会 

竹内 大器   前玉野商工会議所 観光交通委員会 

古山 雄一   玉野商工会議所  

栃折 太介   西日本旅客鉄道株式会社 

【行政機関】 

玉野市 

岡山県 

国土交通省 中国運輸局 

国土交通省 中国地方整備局 宇野港湾事務所 

【事務局】 

国土交通省 中国地方整備局 港湾空港部 


